
A
b
h
i
d
h
a
r
m
a
i

に

つ
い
て

(
松

濤
)

A
b
h
i
d
h
a
r
m
i
k
a

に

つ
い
て

-

婆
沙
論
を
中
心
と
し
て
-松

濤

泰

雄

広
義
の
ア
ー
ビ
ダ
ー
ル
ミ
カ

(以
下
ア
ビ
ダ
ル
マ
諸
論
師
)
は
、
ア
ビ
ダ
ル

マ
価
関
係
す
る
人
々
を
指
す
。
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
中
で
は
、
婆
沙
論
を
は

じ
め
と
し
て
、
五
事
毘
婆
沙
論
、
雑
心
論
、
倶
舎
論
、
順
正
理
論
等
に
そ
の
所
説

が
あ
る
。
倶
舎
論
で
は
阿
毘
達
磨
と
対
法
と
の
二
系
統
の
漢
訳
が
あ
り
、
大
婆

沙
論
の
阿
毘
達
磨
者
、
阿
毘
達
磨

(諸
大
)
論
師
、
対
法
者
、
対
法
(諸
)
師
、

ま
た
阿
毘
曇
婆
沙
論
の
阿
毘
曇
人
、
阿
毘
曇
者
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

婆
沙
論
中
の
そ
の
所
説
と
典
拠
に
つ
い
て
検
討
し
て
見
た
い
。
(そ
の
所
説

は
約
四
十
箇
所
あ
り
登
場
す
る
順
に
番
号
を
付
し
た
。)

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師
の
定
義
を
述
べ
る
。

称
友
疏

(四
四
六
頁
)
は

「六
足
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
み
を
諦
す
る
者
達
で
あ

る
」
と
し
、
光
記

(巻

一
九
)
は

「六
足
、
発
智
論
師
」
と
す
る
。
婆
沙
論
は

発
智
論
を
説
く
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
(
1
)
「阿
毘
達
磨
の
諸
大
論
師
の
傾
動
せ

ざ
る
を
顕
わ
さ
ん
が
為
の
故
な
り
。」
(巻
一
)
と
説
く
。

こ
れ
ら
よ
り
す
る
と
ア
ビ
ダ
ル
マ
諸
論
師
と
は
、
婆
沙
論
成
立
時
に
は
す
で

価
そ
の
名
称
の
存
在
し
て
い
た
六
足
、
発
智
に
よ
る
諸
論
師
と
言
え
る
。

ま
た
、
有
部
内
の
特
殊
の
名
称
と
す
る
と
発
智
系
の
論
師
で
あ
り
個
人
名
を

有
す
る
論
師
と
磐
喩
師
に
対
す
る
と
有
部
全
体
を
指
す
。
(木
村
泰
賢

『阿
毘

達
磨
論
書
の
研
究
)
と
、
有
部
の
自
派
の
論
師
の
内
価
迦
湿
弥
羅
国
諸
論
師
、

如
実
義
者
、
如
是
説
者
、
応
理
論
師
等
と
と
も
価
含
ま
れ
る
。
(
福
原
亮
厳

『
有

部
阿
毘
達
磨
論
書
の
発
達
』
)

と
も
定
義

さ
れ
て

い
る
。

ア
ビ
ダ

ル

マ
諸
論
師

と
論
自
体
、

他

の
諸
論

師
、
他

の
論
書

と
の
関
係
を
述

べ
る
。

(
一
)
(
2
)

「
有
対

の
造
色

は
有
対

の
造
色

の
倶

有
因
と
な
ら
な

い
」
(
巻

一
二
七
)

(
3
)「分
位

(

時
分
)
縁
起
説
」

(
巻
二
五

・
巻
六
○
)

は
、
論

の
他

の
箇
所

で
は
、
(4)

「
中
有
不
可
転
論
」

(巻

六
九
)

は
阿
毘
曇
婆
沙
論

で
は
、

論

自

体

の
説

と
な

つ
て
い
る
。
(
5
)「色

法
は
色
法

の
た
め
に

同
類
因

と
な

る
」
(
巻

一

三

一
)

は
論

の
他

の
箇

所
に
は
迦

湿
弥

羅
国
諸
論
師
説

(
し
か
し
阿
毘
曇
婆
沙

論

で
は
阿
毘
曇
人
)

と
あ
り
、

(
6
)「四
向
四
果

の
実
体
は
五

つ
」
(
巻
六
三
)
、

働

「
四
諦

の
三
転
に
関
す
る
契

経
解
釈
」
(
巻
八
○
)
は

「評

し

て

曰
く
」
と

同
じ
主
張

で
あ
る
。

圖

「
二
十

二
根

の
実
体

は

十
七
」

(巻

一
四
二
)

は
如
実

義

者
説

と
並
記
さ
れ
同
じ
主
張

と
な

つ
て
い
る
。

し
か
し

こ
の
圖
以
外

は
い
わ

ゆ
る
有
部

自
派
を
形
成
し

て
い
る
諸
論
師

と
そ
の
所
説
が
並
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
な
い
。

ロ

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師
説

の
内

で
十

二
が
後

の
論
書

で
も
正
義
と
さ
れ
る
。

そ

の
内
で
(
5
)
は
倶
舎
論

(
プ

ラ
ダ

ン
本

二
○
○
頁
、

三
四

一
頁
)

は
毘
婆
沙
師

に
属
す
る
も

の

(
v
a
i
a
l

)
と
す

る
。
(9)

「
フ
ト
ガ
ラ
は
実
在

し
な

い

が
煩
悩
と
煩
悩

の
対
象

の
二
つ
は
実

在
す
る
」

(
巻
五
六
)
は
雑
心
論

(
巻
四
)

に
、
(
1
0
)
「
水
等
の
影
像

の
実
在
」

(巻

七
五
)

は

順

正
理

論

(
巻
二
三
)

に
、

ア
ビ
ダ

ル

マ
諸
論
師
説

と
あ
り
、

国

「仮
纏

と

極
微
」
(
巻
七
四
)

は
倶

舎

論

(
フ
ラ
ダ

ン
本

一
四
頁
)

に
は
ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論

師
説

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い

る
。
(
1
2
)
「
三
時
業

と
受
報
時
」
(
巻

一
一
四
)

は
順

正
理

論

(
巻
四
○
)

で

は

論

の
正
義
と
な

つ
て
は
い
な

い
が
、

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師
自
ら
が
三
時
業
説

が

理

に
お

い
て
す
ぐ

れ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
以
外
は

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
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論
師
説

と
特
記

さ
れ
ず

に
論
自
体

の
主
張

と
さ
れ
て
い
る
。

所
説

の
内
容

を
検
討
す

る
。

そ
れ
ら
の
内
で
明
ら
か
に
異
説

と
さ
れ
る
も

の

は
な
い
が
、

そ
の
所
説

だ
け
を
取
り
出
す

と
発
智
、
婆
沙

と
解
釈

を
異

に
す
る

も

の
も
あ

る
。

(一)
婆
沙
論

(巻

五
)

は
品
類
足
論

(
巻
七
)
と
同
じ
く

「等
無

間
縁

と
は
阿

羅
漢

の
最
後

の
心
心
所
を

除
く
諸
余

の
過
去
現
在

の
心
心
所

で

あ

る
。
」

と

自

体

を
定
義

し
自
体

が
相

で
あ
る
か
ら
別

に
相
を
求
め
る
べ
き
で
な

い
と
す
る

の

価
対

し
て
、

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師

は
圖

「
能
く
各
別
の
自
相

の
法

を
し

て
無
間

に
生
ぜ
し
む
る
の
が
等
無
間
縁

の
相

で
あ

る
。」

(
巻
五
)

と
す
る
。

(二)
発
智
論

の

「
無
明

は
行

に
縁

た
り
」
、
「
取
は
有
に
縁

た
り
」

を
解
釈

す
る

に
あ
た
つ
て
、

一
般
的

に
は
発
智
論

(
巻

一
)

の
よ
う
に
行

と
有

と
を
業

と
す

べ
き
で
あ

る
の
に
、

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師
は
行
と
有
と
を
五
取
藏

で
あ

る
と
す

る
。

こ
れ

は
そ
れ
ぞ

れ
業

の
分
位

で
あ
り
分
位
と
は
五
纏

の
分
位

の
こ
と
で
あ

る
と
す
る
㈲

の
分
位
縁
起
説

に
立

つ
て
い
る
か
ら
、

発
智
論

と
相

い
反

す
る

こ

と
は
な

い
。

(主)
異
生
性
を
解
釈
す

る
の
に
響
喩
師

の
異
生
性

の
実
体

の
否
定

に
対

し

て
、

(
1
4

)
異
生
性

の
実
体

の
あ

る
こ
と

(
巻
四

五
)
の
み
を
述

べ
、
発
智
論

(
巻

二
)
、

婆
沙
論
、

倶
舎
論

に
あ

る

「
異
生
性

と
は
聖
法
を
獲
得

し
な

い
こ
と
」

に
は
言

及

し
な

い
。

(四)
婆
沙
論

は
大
種

と
造
色

に
つ
い
て
能
造
、

所
造
等

の
九

種

の
区

別

を

な

す
。

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師

は

十

一
種

の
区
別

(
巻

一
二
七
)
を
述

べ
る
が
等

し
い
も

の
は
見

い
出

せ
な

い
。

所
説

の
典
拠
を
探
る
。

六
足
、

発
智

に
は

つ
き
り
と
典
拠

の
あ

つ
た

の
は
次

の
五
例

で
あ

る
。

9

ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師

は

尋

は
鹿
性
、
伺

は
細
性

と
言

え
る
が
そ
の
逆

は

成
立
し
な

い
と
異
説

を
斥
け

て
、
尋
、

伺

の
界
地
分
別
の
正
当
な
る

こ
と

(
巻

五
二
)
を
主
張
す
る
。

尋
、

伺

の
界
地
分
別
は
発
智
論

(
巻

一
)
に
あ

る
。

(二)
ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師
は
姻

の
よ
う
に
説
く
が
、

三
時
業

は
品
類
足
論

(巻

九
)

に
あ
り
、

発
智
論

(
巻

一
一
)

で
は
不
定
業
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。

(
三
)
(
π
1
7
)

「
表
、
無

表
業

の
実
在
」

(
巻

一
二
二
)

の
主
張

に

つ
い
て

は
、

集
異

門
足
論

に

「
無
表
」
、
「
語
表
」
、
「
身
表
」
と

い
う
語
が
あ
り
、
品
類
足

論

(巻

一
○
)
に
は
、

「表
」
、
「無

表
」

と

い
う
分
類
が
あ
る
。

(
四
)
ア
ビ
ダ

ル
マ
諸
論
師
は
圏
四
諦

の
自
性
を
、

「
五
取
繭

が
苦

諦
、

有

漏

の

因
が
集
諦
、

有
漏

の
択
滅

が
滅
諦
、

学
、

無
学

の
法
が
道
諦

で
あ
る
。
」
(
巻
七

七
)

と
説
く
が
、

こ
れ
は
集
異

門
足
論

(
巻
六
)
に
あ
る
。

(
充
)
(
1
9
)

三
念
住

(自
性
、

相
雑
、

所
縁
)

の
分
類

(
巻

一
八
七
)

の
説

は
、
集

異

門
足
論

(
巻
六
)

の
四
念
住
の
三
釈
に
相
当
す
る
。

次

の
三
例
は
発
智
論

に
典

拠
が
推
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

(
一
)
(
2
)

は
発
智
論

の
倶

有
因

(
巻

一
)
に
有
対

の
造
色
が
な
い
と

い
う

こ
と
で

発
智
論
よ
り

の
所
説

と
も
言
え
る
。

(ー)
(
2
0
)

「
眼
等

の
五
識
は
相
互
に

等
無
間
縁

と
な

る
」

(
巻

一
三

一
)

は
、

ア

ビ
ダ
ル

マ
諸
論
師

の
言
口
う

「
苦
根
は
苦
根

の
た
め
に
因
と
等
無
間
縁
と
増

上
と

な
る
も
所
縁
に
非

ず
」

と

い
う
発
智
論

(
巻

一
五
)
を
典

拠
と
す
れ
ば
、

発
智

論

よ
り

の
所
説
と
な
る
。

(
三
)
(
5
)

の
説
は
、
倶
舎

論

(
フ
ラ
ダ

ン
本
八

五
頁
)
は
発
智
論

(
巻

一
三
)

の

「過
去

の
大
種
は
未
来

の
大
種

の
た

め
に
因

と
増
上
と
な
る
」
を
典
拠

と
し
、

因

と
は
同
類
因
で
あ

る
と
す
る
が
、

順
正
理
論

の
響
喩
師

(巻

一
六
)

は
そ
れ

を
否
定
す
る
。

し
か
し
そ

の
他

は
六
足
、

発
智
価
典
拠
が
見

い
出
さ
れ
な
か
つ
た
。

(
大

正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
研
究

員
)

A
b
h
i
d
h
a
r
m
i
k
a

に

つ
い
て

(
松

濤
)
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